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■櫛池川の水質 

整備前 整備後 

　2003年9月、農林水産省は「水とみどりの『美の里』

プラン21」を公表しました。これは、「活力ある農林

漁業の持続的発展と地域の個性を重視した魅力的

な農山漁村づくり」を目指し、「国民共通の財産とし

ての個性ある魅力的な農山漁村」を次世代へ継承

していこうというものです。 

　具体的には、農林水産関連事業における景観配

慮の原則化、農山漁村景観形成のための取り組み

の推進、景観点検の実施、農村景観の観点からの

法的規制の検証などが盛り込まれています。現在は

ガイドラインも作成され、美しい農山漁村づくりに向け、

支援体制もできてきました。 

　2004年6月には景観法が誕生し、農山漁村の景

観美を守る手だてができました。さらに文化財保護

法も改正され、農山漁村の景観が文化財に指定さ

れるようになりました。日本全体で農山漁村の景観

保全への機運が高まっています。 

も
っ
と
美
し
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農
村
へ 

人と自然の調和、農村風景をみんなの手で 

農村がまるごと屋根のない博物館に 
 「田園空間博物館」に行ってみませんか？
これは一つの建物ではなく、地域の田園空
間そのものが、“屋根のない博物館”なの
です。たとえば、石積み水路や井堰、地域の
神社、美しい景観、道、伝承、コミュニティセ

ンターなど地域資源すべてが展示物です。
農業農村の地域資源を歴史的・文化的観
点から見直し、「博物館」としてとらえ、魅力
的に再生させています。都市との交流や歴史・
環境教育の場として期待が高まっています。 

田園を博物館に 

栃木県那須野が原西部地区の試み 

「水が拓く緑の夢空間」づくり 

　栃木県那須野が原
は、県北東部に拓かれ
た田園地帯です。扇状
地のため、地表を流れ
る水が乏しく、大規模
な開拓は明治に入っ

てから行われました。そのため「那須疏水」
など水路の歴史も約100年前と比較的新し
く、さらには湧水が数多くあるなどサテライト（展
示スポット）も多く、魅力的な田園空間博物
館として再生が進んでいます。 
　地域住民も参加して構想が練られ、散策
ルートも10コースほど用意されました。散策
コースは短いコースで4～5ｋｍ、長いもので
は47ｋｍあり、訪れる人が好みに応じて選択
し、見て回ることができます。サテライト数は
約150ほどあり、なかには竹工芸名人や郷
土歴史家といった人物も含まれており、まさ
に地域がまるごと博物館なのです。 
　2004年4月には、案内所が「那須野が原
博物館」に併設され、開館しました。 

那須野が原の全景。中央に通る「縦道」と呼ばれる道は、明治期の開拓道路として利用された 

那須疎水探訪の小径 大山元帥墓所とモミジ並木参道 明治期に建てられた大山別邸 

水とみどりにあふれる美しい 
農村空間の創造 

美しい森林・里山景観、 
山村空間の創造 

 

農山漁村の魅力を活用した 
都市との交流の推進 

美しい水辺、漁村景観、 
漁村空間の創造 

進む集落排水 快適で住み良い農村ライフへ 

　農村をより美しくするために農業集落排
水施設の整備が進んでいます。農村集落
内で汚水処理施設が整うことによって、トイレ
など住環境も快適になるばかりか、農業用水

に生活排水や汚水が混ざることがなくなり、
環境が格段に良くなっています。そして浄化
された処理水は、農業用水として安心して
再利用できるほか、親水水路の水としても活

用できるようになります。 
　集落排水が整うことで、農村の遅れてき
た生活環境が改善されてきています。 
　 

新潟県清里村の挑戦 

集落排水施設が入り、川がきれいに 

　新潟県清里村は長野
県境にある人口3,309人
の村です。そのうち3,219
人が汚水処理施設整備
を済ませています。農業集
落排水事業がはじまった
のは1989年。それ以前は、

家の排水は集落内の側溝に流され、村の中
心を流れる櫛池川に流れ込んでいました。 
　櫛池川の水質は、集落排水施設が入る
前（1988年）と98％の人が整備を終えた
2000年とを比較すると、ＳＳ（浮遊物質量）
は明らかに減り、ＢＯＤ（生物化学的酸素
要求量）も下がり、改善されていることがよ
くわかります。最近は、地元小学校が櫛池
川で総合学習として「川遊び授業」を行う
など、川の生きもの観察なども楽しめています。 
　また、集落内に汚水が流れなくなったこ
とで、蚊やハエの発生源になっていた汚水
のたまりもなくなり、集落がきれいになった

と喜ばれています。また水洗トイレの設置も
可能になり、とくに女性や子どもたちに好評
で農村の住環境は快適になってきています。 栃木県那須野が原 

新潟県清里村 
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そっこう 

　長い年月をかけて、人が自然と営みをともにするなかで生み出されてきた農
村の風景。農村の美しい景観は、その地に暮らす人が、地形や自然など風土
のなかで積み上げてきた文化です。田畑、里山、集落のたたずまい、せせらぎ
の音、草や土のにおい。なつかしくて、あたたかな風景。五感を通して感じられ
る美しさです。農村に暮らす人にとっては「ごくあたりまえ」の「ふつう」の風景
です。だからこそ、日常のなかで大切にし、この心やすらぐ景色を愛してきました。 
　残念ながら、時代の変化によって日常は変わり、農村の人手不足は荒れた
農地や山を生んでいます。ですからこれからは、都市と農村が手を取り合い、と
もにもっと美しいニッポンを創造していく時代です。 

そうぞう 
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